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本講演では，以下の方程式 (P) の非自明な弱解の存在について報告する．

(P)

{
−∆pu = f(x, u) in Ω,

u = 0 on ∂Ω,

ここで, Ω は RN の有界領域で, 1 < p < ∞, ∆pu := div (|∇u|p−2∇u) である．
非線形項 f が

f(x, u) = a0u
p−1
+ − b0u

p−1
− + o(|u|p−1) at 0

または

f(x, u) = aup−1
+ − bup−1

− + o(|u|p−1) at ∞

であるような場合を考え, (a0, b0), (a, b) ∈ R2 が特別な状況にある場合に変分法
を用いて方程式 (P)の解の存在を示す．
Fuč́ık spectrum について ある非自明な u ∈ W 1,p

0 (Ω) が存在して,∫
Ω

|∇u|p−2∇u∇ϕdx = a

∫
Ω

up−1
+ ϕdx − b

∫
Ω

up−1
− ϕdx for any ϕ ∈ W 1,p

0 (Ω) (1)

を満たすとき，(a, b) ∈ R2 は −∆p の Fuč́ık spectrum であるといい，以下では
Fuč́ık spectrum 全体の集合を Σp で表す．
本講演では，まず m ≥ 2 に対して

Qm := {(a, b) ∈ R2 ; λm < a, b < λm+1},

と定義し, (a, b) ∈ Qm \ Σp のときに

−∆pu = aup−1
+ − bup−1

− in Ω, u = 0 on ∂Ω

に対応する汎関数の原点でのm 次の citical group が非自明であることを紹介し、
方程式 (P)の非自明な解の存在を示す ([1]), ここで {λm}m は Perera([2]) によっ
て定義された−∆p の固有値の列 である.
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